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2018 春 応用情報技術者試験 全国統一公開模試 講評と採点基準 

2018 年 3 月 23 日 (株)アイテック IT 人材教育研究部 

 

【訂正とお詫び】 

午前問題の問 11 の問題中の図表，午後問題の問 4 設

問 2(d)の解答・解説に誤りがありましたことお詫びして

訂正させていただきます。 

訂正に関する詳細は，評価採点表に同封いたします，ま

た，弊社 Web サイトにアップしております，正誤表をご

確認ください。 

採点処理では，午前問題の問 11 は，受験者全員を正

解とさせていただき，午後問題の問 4 は，正しい解答に

基づき，採点をしております。 

受験者の皆様には混乱を与えることになってしまい，

改めて深くお詫び申し上げます。 

 

■ 全体講評 

応用情報技術者試験の午後試験は，記述式の問題形式

で，テクノロジ系，ストラテジ系，マネジメント系，組

込みシステム系の問題で構成される全 11 問のうち 5 問

解答する形式です。従来通り問 1 のセキュリティ分野の

問題は必須ですので，残りの 10 問から 4 問を選択しま

す。 

この 11 問から 5 問をいかに的確に選択するか（厳密

には問 1 以外の 10 問から 4 問の選択）が午後試験を突

破するためには重要です。まず，解答用紙に選択問題を

記す必要がありますが，きちんと選択問題を明示してい

ない（問 2 から問 11 までのうちの選択の丸が 4 問未満

だったり 5 問以上だったりする）人，丸を付ける欄を間

違えている人（番号の横に丸を付けるなど）が見られま

した。このような解答要領違反には，くれぐれも注意し

ましょう。場合によっては採点してもらえないこともあ

りえるので，問題の指示に準拠して確実に問題を選択す

るよう心がけてください。 

また，解答の字が薄く読みにくい人がかなりいました。

最近は手が汚れないように薄くて堅い鉛筆や芯を使う

方も増えていますが，採点者の印象が違ってきますので，

できるだけ解答は濃くはっきりと書くようにしましょ

う。乱雑に書きなぐったような解答も散見されています。

字の巧拙ではなく，濃く，メリハリのある字を書くこと

が重要です。またボールペンや万年筆を使用している人

もみられますが，受験上の注意事項で指定されている，

鉛筆やシャープペンシルを使用しましょう。 

今回の公開模試AP午後の問題は，解答問題数が多く，

知識だけでなく深い思考力を問われています。全体とし

て難易度は例年よりもやや難しめと考えられます。よっ

て，得点が伸びなかった方は今回の模試を力試しだった

という位置づけでとらえ，点数にとらわれることなく，

できなかったところをきちんと理解し，身につけるよう

にしてください。 

AP 午後試験では，問題の分野が多岐に渡ります。解

答に際しては，時間配分に注意が必要です。合わせて，

どの問題を選択するか，十分に対策を考えておかなけれ

ばなりません。自分自身が普段従事している業務の特質

や業務経験などから，アルゴリズムやデータベースを苦

手する方，ストラテジ系やマネジメント系が得意である

という方などがいると思いますが，選択する問題の分野

を広く考えておいて，問題を見てから選択する問題を決

定することも有効です。どの問題を選択するかは，合否

に大きくかかわりますので，よく考えて自身の問題選択

を行いましょう。選ぶべき問題の分野は，あらかじめし

っかりと学習しておく必要があります。特に知識問題に

対して前提の知識が欠落していると苦戦しますので，学

習していない分野の問題を慌てて選択することがない

ようにしましょう。 

解答方法の注意点として，問題文や設問をよく読むこ

とが重要です。解答のヒントやそのものが書いてある場

合がありますし，解答表現の方向性を示していることも

ありますので，それを無視した独善的な解答をしないよ

う十分な注意が必要です。相手に伝わりにくい表現や，

口語的表現にならないようにも注意しましょう。 

特に，ストラテジ系・マネジメント系の問題は，問題

文の文脈に沿って根拠を把握した上で解答しなければ

ならない傾向が強く，解答表現には細心の注意が必要で

す。テクノロジ系の問題は，キーワードをしっかり押さ

えることが重要になります。なお，漢字の間違いや略字，

問題文や設問文の指示に対する違反解答も見られます。

これは、問題点を答えるのか，課題を答えるのか，原因・

理由を答えるのかといった設問の指示に注意しましょ

う。また，正解のポイントに迷ったのか，複数の異なる

解答要素を併記している答案もかなり見られます。この

ような解答は採点者の心証が悪い上に，正解要素の説明

が甘くなり，効果的でないので避けるべきでしょう。 

なお，指定の字数に対して極端に字数が少ない解答も

説明不十分とみなされ，減点あるいは誤りとされること

もありますので，注意しましょう。 

最後まで粘り強く，「絶対に合格するんだ」という意

志をもって試験に臨んでください。 

 

合格への本当のノウハウ！ 
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＜午後＞ 

問 1 特権 ID の管理 

【採点基準】 

［設問 1］ 

解答例どおりのみ各 2 点。 

［設問 2］ 

（1）解答例どおりのみ各 1 点。 

（2）解答例同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 2 点。 

［設問 3］ 

（1）解答例同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し各 3 点。 

（2）解答例どおりのみ役割 2 点。空欄 c，d 各 1 点。 

（3）解答例どおりのみ 2 点。 

 
【講評】 

 特権 ID に関するセキュリティや関連業務についての

問題でした。特権 ID に固有のセキュリティリスクを踏

まえ適切な対策についての知識や理解が求められます。

記述での解答箇所については，解答要点が定まらない，

設問要求に適切に対応していない解答が見られ，得点を

分ける結果となりました。 

設問 1 は，用語に関する選択問題でした。記号選択な

ので別解はありません。 

設問 2(1)は，記号選択なので別解はありません。(2)は

本質的な別解はありませんが，多少の表記ゆれは許容し

ました。表現が甘い場合は 1 点としています。 

設問 3(1)は解答の要点を押さえるのはもちろんです

が，表現に不備があるものが散見しましたので注意しま

しょう。(2)，(3)は問題文の文脈から正確に解答する必要

があります。 

 

問 2 床暖房設備販売メーカのマーケティング戦略 

【採点基準】 

［設問 1］ 

解答例どおりのみ各 1 点。 

［設問 2］ 

（1）解答例どおりのみ各 2 点。 

（2）解答例どおりのみ各 2 点。 

［設問 3］ 

 対象領域も訪問対象も解答例同様の趣旨が適切に指

摘されているものに対して各 2 点。 

［設問 4］ 

（1）解答例同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対して 1 点。 

（2）解答例同様の趣旨が適切に指摘されているものに 

   対し各 2 点。 

【講評】 

 床暖房設備販売メーカのマーケティング戦略に関す

る問題でした。戦略策定プロセスに焦点を当てて取り上

げています。 

 選択問題が多く，比較的取り組みやすい問題だったと

思われます。多くの人が選択し，総じて，良くできてい

たと思われます。 

 
設問 1 は，営業プロセス管理に関する記号選択問題で

した。別解はありません。 

設問 2 は，穴埋め記述問題でした。本質的な別解はあ

りません。穴埋めした文章が適切になるように解答表現

に注意しましょう。 

設問 3 の対象領域は，安全性と快適性を求める旨も正

解としました。 

設問 4(1)は，コストが安いことも正解にしました。(2)

は「形が自由であること」，「自社生産であること」を押

さえて正解です。表現が甘い場合 1 点としました。 

 

問 3 トランプを使ったゲームのアルゴリズム 

【採点基準】 

［設問 1］ 

解答例どおりのみ完答で 2 点。 

［設問 2］ 

解答例どおりのみ 5 点。 

［設問 3］ 

解答例どおりのみ各 2 点。ウは 3 点。 

［設問 4］ 

（1）解答例どおりのみ 2 点。 

（2）解答例どおりのみ 2 点。 

 
【講評】 

トランプを用いた 1 人ゲームのアルゴリズムを題材

にした問題です。定番である，結果のトレース，プログ

ラムの穴埋めといったお馴染みの出題でした。 

出題形式に馴染みがあるかないかで有利不利があり

ますが，馴染みがない場合でも，問題文の誘導にしたが

い，適切に考え解答することは可能です。不慣れな分野

のプログラムアルゴリズムの問題であっても，問題を選

択した以上，最後まで粘り強く解答することが必要です。

本問は馴染みのある人が多かったようで，高得点の方が

多く，満点解答も多く見られました。 

 

設問 1 は，ゲームのルールに従った結果のトレースを

解答します。設問 2 は，配列の要素をトレースします。

設問 1 も設問 2 も比較的よくできていました。 

設問 3 は，プログラムの穴埋め問題でした。特に空欄

エについては，前後の文脈から，条件は，日本語表記で
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表現すべきと考えられます。ここで定義されていない文

法で記述する解答も多かったです。適切な表現の選択に

注意してください。 

設問 4 は落ち着いて状況を考察することが重要です。

それほど難しくなく，よくできていました。 

繰り返しになりますが，解答表現に関しては，くれぐ

れも，その問題での表現，定義に則って記述することを

心がけてください。表記ミス，転記ミスの誤りにも注意

しましょう。 

 

問 4 提案依頼書（RFP）作成 

【採点基準】 

［設問 1］ 

(1）解答例どおりのみ 2 点。 

(2）解答例どおりのみ各 1 点。 

［設問 2］ 

解答例どおりのみ各 2 点。 

［設問 3］ 

(1）解答例どおりのみ各 2 点。 

(2）会社例は解答例どおりのみ 3 点。理由は解答例と同

様の趣旨が適切に指摘されているものに対し 2 点 

【講評】 

新規システムの RFP 作成を題材にした問題でした。

提案依頼の内容，性能計算，提案書の評価などについて

問われています。この問題では，計算を正確に行うよう

特に注意する必要があります。計算問題は，勘違いによ

って，大きく崩れる危険があります。実際，高得点の人

がいる一方で，大きな失点をする人が散見されました。 

 

設問 1 は，記号選択問題でした。用語知識が不確かな

人は良く確認しておきましょう。問題文の文脈をしっか

り押さえて解答します。 

設問 2 は，計算問題でした。小数第 1 位まで求めるこ

とに留意して解答します。なお，有効数字にルーズな解

答が散見しました。設問の指示を守り，小数第 1 位が「0」

であっても勝手にドロップしないようにしてください。 

設問 3 は，提案書の評価項目を押さえて解答する必要

があります。(2)は，最低条件をクリアすることをきちん

と捉えることが求められます。 

 

問 5 ネットワークシステムの増強 

【採点基準】 

［設問 1］ 

解答例どおりのみ各 1 点。 

［設問 2］ 

(1) 解答例どおりのみ 2 点。 

  (2) 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 3 点。 

［設問 3］ 

(1) 解答例どおりのみ各 2 点。 

  (2) 解答例どおりのみ 3 点（いずれか一方の正解は 1

点） 

【講評】 

サーバに対する負荷分散の仕組みについて問う問題

でした。TCP/IP，MAC アドレス，IP アドレスなどの基

本的な知識と，的確な解答表現が求められる問題でした。

ネットワークに関する正確な知識をもっている人とそ

うでない人との差が得点率にはっきり現れているよう

に思われます。 

 

設問 1 は，基本的な記号穴埋め選択問題で，別解はあ

りません。  

設問 2(1)は，記号選択問題なので別解はありません。

(2)はキーワードをしっかり押さえている場合に正解と

しました。 

設問 3(1)は，MAC アドレス，IP アドレスそれぞれの

機能や使い方の理解が必要になります。(2)はあまり良い

正答率ではありませんでした。図 1 中の字句で解答する

ことが求められていますが，その要求を無視して数値を

答えている解答が見られました。設問要求に注意して解

答しましょう。 

 

問 6 英会話学校の受講管理システム 

【採点基準】 

［設問 1］ 

解答例どおりのみ 2 点。 

［設問 2］ 

解答例どおりのみ 2 点。 

［設問 3］ 

解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに対

し各 3 点。 

［設問 4］ 

（2）解答例どおりのみ 3 点。 

（3）解答例どおりのみ完答で 3 点 

  

【講評】 

英会話学校の受講システムを題材にしたデータベー

ス設計に関する問題でした。E-R 図や SQL 文について

出題されています。今回，この問題を選択した人は比較

的多かったです。しかし，SQL の文法などについて学習

不十分と思われる答案も散見され，全体的に正答率は低

めでした。 

 

設問 1 は E-R 図のリレーションシップやテーブルに

格納する列名を解答する設問でした。外部キーを示す破

線が欠けている解答が目立っています。注意しましょう。 
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設問 2 は，相関副問合せやグループ化に関する SQL

の記述に関する設問でした。「NOT EXIST」という解答

表記が非常に多かったです。データベースソフトにあま

り触れたことがない人が間違いやすい解答と思われま

す。机上の学習だけでなく，実際に「NOT EXISTS」と

打ってみて正しく動作するという経験が重要です。SQL

に関しては，いろいろ実装して動作を確かめる学習が望

ましいでしょう。 

設問 3 は，正答率が低かったです。受講の行数を空欄

e には入れる必要があり，COUNT 関数を用います。空

欄 f には満足度の平均値を求める AVG 関数を用います

が，これを正確に押さえられない人が多かったです。 

設問 4 は，主キーと外部キーの十分な理解が必要です。

これも正答率は低めでした。 

 

問 7 無線接続のスマートガスメータを使用した IoT シ

ステム 

【採点基準】 

［設問 1］ 

解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 4 点。 

［設問 2］ 

（1）解答例どおりのみ 2 点。 

（2） 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 3 点。 

［設問 3］ 

（1）解答例どおりのみ各 2 点。 

（2）解答例どおりのみ各 1 点。 

 
【講評】 

 スマートガスメータを題材にした，組込みシステムの

開発に関する問題です。典型的な組込みシステムの問題

ですが，今の時流である IoT にフォーカスした問題のた

めか，関連経験のない人でも選択した方が多かったよう

です。組込み系に馴染みがなくても考えやすかったと思

います 

 

設問 1 は，ガスメータの割込みに関する利点について

の問題でした。消費電力の低減について，よく解答でき

ていました。 

設問 2 は，データ伝送時間の計算問題でした。これも

良くできていたと思います。 

設問 3(1)は，平均消費電流や電池寿命についての計算

問題でした。単位の違いに着目して注意して計算する必

要があります。これはあまりできていませんでした。(2)

は用語の穴埋めですが，空欄 g は単純な穴埋めという解

釈も可能で，「プル」も正解にしています。 

この分野の記述問題では，状態や動作のメカニズムの

解答表現を正確に表現する必要があります。この点で減

点や誤りとされることのないように注意しましょう。 

 

問 8 公共施設利用予約システムの設計 

【採点基準】 

［設問 1］ 

解答例どおりのみ各 1 点。 

［設問 2］ 

（1）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し各 2 点。 

（2）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 2 点。 

［設問 3］ 

（1）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 4 点。 

（2）解答例どおりのみ完答で 3 点。 

 

【講評】 

 公共施設利用予約システムの設計を題材にした UML

モデリングに関する問題でした。UML のクラス図，シ

ーケンス図によるモデリングが取り上げられています。

この種の設計に慣れている人にとっては取り組みやす

かったと思われます。設問 3(1)の記述解答が取り組みに

くかったようで，表現の正確さに欠けた解答が多く，総

じて正答率は低めでした。 

 

設問 1 はクラス図に関する設問でした。問題文の記述

を読み説いて，解答する必要があります。全体の正答率

は高いとはいえませんでした。一方で，全て正解できて

いる解答も見られますので，落ち着いて取り組みましょ

う。 

設問 2 は，シーケンス図に関する設問でした。シーケ

ンス図と問題文の文脈を読み解いて解答します。これも

正答率は低めでした。なお，オブジェクトの操作は「（ ）」

を記号つける必要があるので注意しましょう。 

設問 3(1)は，表現は曖昧な解答が目立ちました。「一

部の予約のキャンセル」が読み取れない場合は×にしま

した。確実に得点できる正確な表現を目指してください。

(2)も正答率は低めでした。 
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問 9 システム開発プロジェクトにおけるスコープ管理 

【採点基準】 

［設問 1］ 

（1）解答例どおりのみ 2 点。 

（2）解答例どおりのみ 3 点。 

（3） 解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 3 点。 

［設問 2］ 

（1）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 3 点。 

（2）解答例どおりのみ 3 点。 

［設問 3］ 

（1）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 3 点。 

（2）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 3 点。 

 
【講評】  

 システム開発プロジェクトでのスコープ管理に関す

る問題でした。MoSCoW 分析が取り上げられており，

よく知らない人は面食らったかもしれませんが，問題文

の文脈に沿って考えれば解答はそれほど難しくありま

せんでした。ただし，解答記述は，要点を含めて表現す

る必要があり，問題文の要点を押さえきれないと得点が

伸びません。人によって得点差の大きい問題となりまし

た。 

 

設問 1(1)は記号選択なので別解はありません。（2）は

図 2 と図 4 を読み解いて正解を導出します。(3)は記述

式の解答ですが比較的良くできていました。 

設問 2(1)は，解答は少し難しかったと思います。具体

的な何らかの事項を挙げた場合は半分の点数としまし

た。(2)は記号選択なので別解はありません。 

設問 3(1)は「プロジェクトの目的」が解答の要点です。

(2)は定義の文書がないことについての解答は，半分の点

数としました。 

 

問 10 キャパシティ管理 

【採点基準】 

［設問 1］ 

（1）解答例どおりのみ 3 点。 

（2）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 3 点。 

［設問 2］ 

（1）解答例どおりのみ 3 点。 

（2）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 3 点。 

［設問 3］ 

（1）解答例どおりのみ 4 点。 

（2）解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているもの

に対し 4 点。 

 
【講評】 

 IT サービスのキャパシティ管理に関する問題です。

解答数が少ないうえに，記述解答が多く，勘違いによる

誤答や，表現が不十分な解答が見られました。注意して

取り組みましょう。模範解答どおりの解答はあまり見ら

れず，趣旨が同等と思われるものは正解としました。△

として半分の点数を与えた解答もありますが，厳密には，

模範解答の解説を十分に理解してください。 

 

設問 1(1)は，記号問題で別解はありません。(2)は現状

把握について解答してください。 

設問 2(1)も，記号問題で別解はありません。(2)は個々

の機器の必要なキャパシティが解答の要点になります。 

設問 3(1)は，問題文の文脈から正解に辿り着く必要が

あります。(2)はテストについての適切な記述が必要です。

何をどう解答すればよいのか戸惑った人が多かったも

のと思われます。 

 

問 11 デスクトップ仮想化の企画段階における監査 

【採点基準】 

［設問 1］ 

解答例どおりのみ各 2 点。 
［設問 2］ 

解答例どおりのみ各 2 点。 
［設問 3］ 

解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し 2 点。 
［設問 4］ 

解答例と同様の趣旨が適切に指摘されているものに

対し各 5 点。 
 

【講評】 

 製薬会社におけるデスクトップ仮想化の企画段階を

対象としたシステム監査分野の問題でした。監査の指摘

事項，改善提案に焦点を当てており，純然たる監査プロ

セスについての問題ではないため，監査の経験や知識に

乏しくても比較的取り組みやすかった問題だったと思

います。ただしこの分野の問題を選択する場合，前提と

なる監査の知識をしっかり学習しておくことが望まし

いです。 

 

設問 1 は，問題文の文脈から適切な字句を選定し，解

答するもので，別解はありません。 

設問 2 も，設問 1 と同様に解答します。 
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設問 3 は，該当部分のすぐあとが「障害」なので，そ

れに至る前の「遅延」を想起して，解答する必要があり

ます。設問 4(1)は業務継続の観点，(2)は災害時の必要性

の観点を押さえて解答する必要があります。ここでの適

切な解答表現をしっかりまとめて解答しましょう。 

 

なお，例年問 11 は，システム監査関連の知識の多少

にかかわらず選択している人が多くいます。ただし，そ

のような方は，やはり適切に解答できていないことが多

いです。今回は比較的解答しやすい問題だったと思われ

ますが，この分野の問題を選択する可能性がある場合は，

基本的な監査知識は必ず身に付けておくようにしてく

ださい。 

 

 

以上 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


